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11
月
16
日
か
ら
36
日
間
の
日
程
で
、
令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
第
４
回
船
橋
市
議
会
定
例

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
議
案
の
主
な
も
の
は
、
船
橋
市
中
央
図
書
館
な
ど
６
つ
の
公
共
施
設
を
指
定
管
理

制
度
で
運
営
す
る
議
案
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
業
務
の
委
託
料
な
ど
の
補
正
予
算
で
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
（
2
0
2
2
年
度
）
を
始
期

と
す
る
10
年
間
の
市
の
基
本
的
な
計
画
と
な
る
「
第
３
次
船
橋
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
基
本
構
想
に
は
現
在
強
行
さ
れ
て
い
る
「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

の
根
拠
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
」
の
記
載
が
ほ
ぼ
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
明
記
を
さ

れ
て
お
り
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し
た
が
、
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

三番瀬の初日の出船橋再発見

2022年の初日の出。三番瀬では、今年もたくさんの市民が

初日の出を迎えました。

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
一
人
当

た
り
10
万
円
相
当
を
給
付
す
る

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
。
当
初
の
政
府
の
計
画
は
、

ま
ず
現
金
で
５
万
円
を
支
給
し

た
後
、
残
り
の
５
万
円
は
ク
ー

ポ
ン
で
の
支
給
を
基
本
と
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
「
ク
ー
ポ

ン
で
は
使
い
づ
ら
い
、
現
金
で

一
括
支
給
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
世
論
の
高
ま
り
に
押
さ
れ
、

政
府
は
12
月
半
ば
に
な
り
一
括

第４回
定例議会

　

12
月
議
会
に
３
回
目
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
拡
大
に
よ
り
１
月

20
日
に
、
初
回
接
種
完
了
か
ら

７
ヶ
月
以
上
経
過
後
に
３
回
目

の
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
高
齢
者
か
ら
順
に
、

1
月
28
日
（
金
）
か
ら
予
約
を

開
始
し
、
個
別
接
種
は
２
月
５

日
（
土
）
か
ら
、
集
団
接
種
は

２
月
６
日
（
日
）
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。
予
約
は
、
接
種
券
が

届
い
た
ら
自
分
で
予
約
を
と
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

本
市
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
当
初
、
か
か
り
つ
け
医
で

接
種
す
る
よ
う
、
自
分
で
予
約

を
す
る
手
法
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、「
電
話
が
繋
が
ら
な
い
」

現
金
給
付
を
認
め
る
方
針
転
換

し
ま
し
た
。
国
民
の
声
が
政
治

を
動
か
し
た
成
果
で
す
。

　

船
橋
市
も
ま
ず
現
金
５
万
円

支
給
の
通
知
を
発
送
し
て
い
ま

し
た
が
、
年
内
に
一
括
給
付
す

る
た
め
の
補
正
予
算
が
12
月
議

会
最
終
日
に
市
長
か
ら
緊
急
の

追
加
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致

で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
は
「
子
ど
も

た
ち
を
支
援
し
未
来
を
拓
く
」

こ
と
が
目
的
で
あ
り
な
が
ら
所

得
制
限
が
設
け
ら
れ
、
船
橋
市

で
は
２
万
人
の
子
ど
も
が
対
象

外
と
な
り
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
「
不
公
平
だ
」
と
い
う

苦
情
が
日
本
共
産
党
に
も
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体

に
よ
っ
て
は
、
独
自
に
対
象
外

と
な
っ
た
世
帯
へ
の
給
付
を
行

っ
て
お
り
、
船
橋
市
に
も
実
施

を
求
め
ま
し
た
が
「
独
自
で
給

付
す
る
に
は
20
億
円
必
要
で
実

施
は
難
し
い
」
と
冷
た
い
市
政

で
す
。

　

引
き
続
き
、
困
っ
て
い
る
方

へ
の
充
分
な
支
援
を
求
め
ま
す
。

国
民
の
声
で
政
治
を
か
え
る
年
に

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

10
万
円
の
一
括
現
金
支
給
は
じ
ま
る

海
老
川
上
流
の
開
発
事
業
よ
り

海
老
川
水
系
の
治
水
対
策
を

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種

市
民
が
混
乱
し
な
い
手
法
を
求
め
ま
し
た

　

海
老
川
流
域
は
１
９
９
０
年

代
ま
で
台
風
や
豪
雨
で
数
百
世

帯
が
床
上
浸
水
を
繰
り
返
す
甚

大
な
洪
水
被
害
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
支
流
の
飯
山
満
川
周
辺

で
は
、
近
年
ま
で
浸
水
被
害
が

起
き
て
い
ま
す
。

　

海
老
川
は
千
葉
県
の
管
理

で
、
現
在
、
30
年
間
の
整
備
計

画
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
中
心
は

海
老
川
調
節
池
の
整
備
で
す
。

海
老
川
は
排
水
能
力
30
㎜
／
時

間
し
か
な
く
、
海
老
川
調
節
池

が
整
備
さ
れ
て
よ
う
や
く
50
㎜

／
時
間
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
調
節
池
整
備

は
、
「
工
事
予
定
地
の
地
下
の

水
位
が
高
く
難
工
事
で
、
予
算

も
大
規
模
に
な
る
」
と
い
わ
れ
、

計
画
期
間
は
30
年
を
超
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
間

は
、
海
老
川
の
下
流
の
排
水
能

力
は
30
㎜
／
時
間
し
か
な
く
、

水
害
被
害
が
繰
り
返
さ
れ
る
の

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
、
近
年
の
大
雨
で
河

川
に
入
ら
な
い
雨
水
（
内
水
氾

濫
）
に
よ
っ
て
海
老
川
流
域
で

は
道
路
冠
水
が
繰
り
返
さ
れ
、

３
・
４
・
25
号
線
の
八
栄
橋
付

近
や
、
市
場
通
り
の
JR
の
高
架

下
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
、
船

橋
市
の
中
心
部
の
道
路
が
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
雨

の
頻
度
が
増
え
て
お
り
、
海
老

川
調
節
池
が
で
き
る
ま
で
本
町

や
宮
本
な
ど
船
橋
駅
周
辺
の
道

路
機
能
が
マ
ヒ
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
海
老
川
の
上
流
で
進
む

海
老
川
上
流
地
区
区
画
整
理
事

業
は
事
業
地
を
土
砂
で
か
さ
上

げ
し
、
雨
水
も
貯
留
し
て
水
害

に
備
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
事
業
地
だ
け
が

浸
水
を
免
れ
て
も
、
海
老
川
流

域
の
水
害
の
解
消
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

莫
大
な
費
用
を
か
け
て
区
画

整
理
事
業
を
支
援
す
る
前
に
、

浸
水
か
ら
街
を
守
る
対
策
こ
そ

す
べ
き
で
す
。

午後１時
　   ～４時

2 月 17 日（木）
3 月 16 日（水）

「
予
約
が
取
れ
な
い
」
な
ど
、
市

民
が
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。

「
ま
た
同
じ
方
法
で
市
民
を
混
乱

さ
せ
る
の
か
」
と
議
会
で
質
し
、

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
日
本
共
産
党
は
、
送
付
す
る

接
種
券
に
あ
ら
か
じ
め
「
日
時

と
接
種
会
場
」
を
印
刷
し
、
都

合
の
悪
い
方
の
み
調
整
を
す
る

手
法
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
保
健
所
は
「
医
師
会

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
市
民

に
ご
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

進
め
る
」
と
１
・
２
回
目
と
同

様
の
手
法
で
３
回
目
接
種
を
実

施
す
る
こ
と
に
固
執
し
ま
し
た
。

　

市
民
に
混
乱
を
き
た
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
体
制
強
化
や
医

療
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
今
後

も
要
望
を
続
け
ま
す
。
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第 4 回定例市議会　意見書（発議案）と主な陳情への態度 共
産
＝
日
本
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
＝
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、

公
明
＝
公
明
党
（
9
人
）
、
自
由
＝
自
由
市
政
会
（
7
人
）
、
飛
翔
＝

飛
翔
（
6
人
）
、
創
風
＝
創
風
ふ
な
ば
し
（
6
人
）
、
新
楓
＝
新
楓

（
4
人
）
、
無
所
属
：
（
3
人
）
、
は
・
小
・
今
＝
議
員
の
頭
文
字

【 

○
＝
賛
成
、
×
＝
反
対 

】

内　容 結果 共産 民主 公明 自由 飛翔 創風 新楓 無所属

日
本
共
産
党

提
案
意
見
書

男女の賃金格差の是正を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × 〇：は・今
×：小

痴漢被害への対策を求める意見書 否決 〇 〇 × × 〇：３
×：３ × × 〇：は・今

×：小

「過剰米の政府買入れで米価の回復」と「コロナ禍で苦しむ国民に
食糧支援」を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × ×

主
な
陳
情

「船橋市２０３０年二酸化炭素削減目標６０％以上に設定」に関する陳情 不採択 〇 〇 × × × × × ×

海老川水系の水害の心配がないまちづくりに関する陳情 不採択 〇 〇 × × 〇 × × 〇：今
×：は・小

小中学校給食費の無償化と地産地消や国産食材の使用を引き続き求
め、災害時にも使用可能となる自校調理方式の維持を求める陳情 不採択 〇 〇 × × × × × 〇：今

×：は・小

投
票
し
や
す
い
環
境
に

投
票
所
へ
の
移
動
支
援
を

な
ぜ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は

必
要
な
の
か

建
設
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
へ
の

配
慮
と
地
元
へ
の
十
分
な
説
明
を

気
候
変
動
へ
の
緊
急
の
取
り
組
み
を

　

２
０
２
１
年
は
選
挙
が
多
い

年
で
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
市

民
か
ら
は
「
投
票
所
ま
で
歩
い

て
行
く
の
が
大
変
だ
」
と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る

高
齢
の
方
は
「
投
票
所
ま
で
歩

い
て
30
分
か
か
る
」
と
の
事
で

す
。
郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票

は
要
介
護
５
で
な
い
と
で
き
な

い
た
め
、
要
介
護
４
以
下
の
方
、

高
齢
者
な
ど
が
不
便
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

茨
城
県
筑
西
市
で
は
タ
ク
シ

ー
に
よ
る
投
票
所
ま
で
の
移
動

を
全
額
助
成
す
る
制
度
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
助
成
制
度

は
要
介
護
（
１
～
５
）
の
方
、

75
歳
以
上
の
方
、
免
許
を
返
納

し
た
方
な
ど
幅
広
い
市
民
を
対

　

教
員
未
配
置
が
市
内
の
学
校

で
増
え
て
い
ま
す
。
多
く
は
産

休
、
育
児
休
暇
な
ど
へ
の
代
替

教
員
が
い
な
い
た
め
で
す
。
今

年
度
（
11
月
19
日
現
在
）
の
市

内
小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
教
員
未
配
置
数
は
45
人
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
市
教
委
と
し

て
教
員
確
保
に
努
め
る
べ
き
で

す
。
教
員
未
配
置
対
策
と
、
い

　

豪
雨
や
猛
暑
、
山
火
事
な
ど

異
常
気
象
が
続
く
中
、
昨
年
11

月
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
第
26
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
２
６
）
で
、
地
球
の
平
均
気

温
の
上
昇
を
産
業
革
命
前
よ
り

１
・
５
度
に
抑
え
る
努
力
を
追

　

船
橋
市
は
、
２
０
２
６
年
４

月
に
児
童
相
談
所
の
開
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
今
議
会
に
は
、

予
定
地
で
あ
る
JR
南
船
橋
駅
南

口
市
有
地
内
の
整
備
面
積
を
確

定
し
、
設
計
業
務
に
着
手
す
る

た
め
調
査
を
実
施
す
る
委
託
費

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
相
談
所
建
設
予
定
地
の

周
辺
に
は
若
松
団
地
や
保
育

園
、
児
童
ホ
ー
ム
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
、
地
域
住
民
に

対
す
る
説
明
は
３
回
し
か
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
の

１
回
は
書
面
の
み
が
地
元
自
治

会
な
ど
に
郵
送
で
届
い
た
だ
け

で
し
た
。

象
と
し
て
い
ま
す
。
船
橋
市
で

の
導
入
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
役
世
代
の
方
か
ら

は
「
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル
で
の
期
日

前
投
票
所
の
開
設
時
間
を
常
に

午
後
９
時
ま
で
に
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
総
選
挙
で
は
10
月
27

日
～
29
日
の
３
日
間
だ
け
午
後

９
時
ま
で
の
投
票
が
可
能
で
し

た
。
議
会
で
は
「
午
後
９
時
ま

で
の
期
間
を
増
や
せ
な
い
か
」

と
質
し
ま
し
た
が
「
費
用
対
効

果
」
を
理
由
に
検
討
し
て
い
な

い
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

　

老
若
男
女
共
に
投
票
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

引
き
続
き
改
善
を
求
め
て
い
き

ま
す
。

つ
解
消
さ
れ
る
の
か
議
会
で
質

し
ま
し
た
。

　

市
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で

募
集
す
る
」
と
答
弁
す
る
一

方
「
講
師
不
足
は
年
々
悪
化
し

て
い
る
。
千
葉
県
で
は
約
10
年

前
の
教
員
採
用
試
験
志
願
者
は

６
千
６
０
０
人
だ
っ
た
が
、
今

年
度
で
は
４
千
３
０
０
人
と
な

っ
て
い
る
」
「
い
つ
解
消
で
き

求
す
る
こ
と
が
初
め
て
合
意
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
３
０
年
ま
で

に
世
界
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
45
％
（
２
０
１
０
年
比
）
減

ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
船

橋
市
の
２
０
３
０
年
目
標
は
26

％
減
（
２
０
１
３
年
度
比
）
と

極
め
て
少
な
く
、
対
策
を
急
ぐ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
に
よ
れ
ば
２
０
１
７
年

度
、
市
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
総
量
は
３
５
３
万
ト
ン
で
、

こ
の
う
ち
４
割
は
産
業
部
門
で

す
。
特
に
多
い
60
の
事
業
所
で

全
体
の
15
％
を
占
め
ま
す
。
柏

市
や
京
都
市
は
大
所
の
事
業
所

　

児
童
相
談
所
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
保
護
者
と
別
れ
、
保

護
さ
れ
た
児
童
が
生
活
す
る
施

設
で
も
あ
る
た
め
、
建
物
や
環

境
の
整
備
に
は
特
段
の
配
慮
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
近
隣
住
民

児童
相談所

やめないで！
「有価物･資源ごみ回収事業費」
　「有価物・資源ごみ回収費」は、

有価物回収事業・資源ごみ回収事業

を行う団体に対し、協力金を交付す

る事業です。船橋市は、この事業を

「見直す」ので、協力金の交付先であ

る自治会・ＰＴＡなどに「意見を聞い

ている」と議会では答弁。ところが、

実際には「廃止します」と知らせてい

たことが分かりました。市の「意見を

聞く」という言葉は、実は「伝えた

だけ」だという実態が明らかになりま

した。市民からの信頼回復のために

も、「伝えただけ」という対応こそ、

見直すべきです。

名
や
実
績
、
計
画
を
公
表
し
て

お
り
、
船
橋
で
も
実
施
を
と
、

本
会
議
で
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
事
業
者
の
負
担
に
な

る
と
聞
く
。
ま
ず
は
大
所
の
事

業
者
か
ら
取
り
組
み
状
況
を
聞

き
、
情
報
共
有
を
図
る
」
と
消

極
的
な
姿
勢
を
見
せ
ま
し
た
。

大
企
業
に
肩
入
れ
せ
ず
、
市
民

を
信
頼
し
て
情
報
を
公
開
す
べ

き
で
す
。

　

本
会
議
で
は
こ
の
他
、
▽
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・

省
エ
ネ
設
備
費
の
補
助
金
の
予

算
枠
拡
大
▽
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
や
税
制
、
補
助
金
、

脱
炭
素
に
有
効
な
製
品
サ
ー
ビ

の
十
分
な
理
解
が
必
要
だ
と
議

会
で
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
建
物
の
設
計
に
は
十
分

配
慮
し
、
今
後
は
地
域
に
も
丁

寧
な
説
明
を
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
件
数
が
増
え
る

中
、
児
童
相
談
所
が
果
た
す
役

割
は
大
き
な
も
の
で
す
。
今
後

も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

ス
の
選
択
な
ど
、
市
民
に
助
言

で
き
る
よ
う
な
支
援
窓
口
の
設

置
▽
気
候
変
動
対
策
課
の
設
置

▽
気
候
非
常
事
態
宣
言
の
発
出

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
宣

言
に
つ
い
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

宣
言
を
し
て
お
り
、
改
め
て
す

る
必
要
は
な
い
」
と
答
え
ま
し

た
が
、
特
に
若
い
世
代
や
途
上

国
が
抱
く
危
機
感
の
共
有
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
取
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

る
か
見
通
し
は
立
っ
て
い
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

教
員
志
願
者
が
減
っ
て
い
る

背
景
に
は
教
員
の
多
忙
化
が
あ

り
ま
す
。
せ
め
て
、
教
員
免
許

が
無
く
て
も
で
き
る
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
本
来
は

県
の
費
用
で
す
が
、
県
が
今
年

度
は
予
算
を
減
ら
し
て
い
る
）

を
船
橋
市
が
独
自
で
雇
う
べ
き

で
は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
１
名
あ
た
り
年
間

１
８
０
万
円
必
要
に
な
る
」
と

お
金
を
理
由
に
拒
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
が
続
き
ま
す
。
引

き
続
き
教
育
環
境
の
充
実
を
求

め
て
い
き
ま
す
。


